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学生 の 携帯メ ー ル 送信 ・ web 閲覧 と

　　　　社会的ス キル との 関係
一　 メ デ ィ ア利用 へ の 評価意識 との か か わ りの 分析　

一

竹内　伸宜

問題 と目的

　今 日、 携帯電話の 利用台数は 既 に加入 電話の 利 用台数 を超 えて 、我々 の 日

常の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 手段 と して定着 した とい える （電通総研，

2007 ）。 携

帯電話 とい う情報 通信 メ デ ィ ア は 、
こ れ まで の

一
般加 入電話 と異 な り、 個 人

が携帯す る こ とが で きる とい うそ の 特性 が 、 家族 や所属 集団 、 活動の 場 とい

う制 約 を越 えて 、 個体 と個体が常時、即座 に、 直接 つ なが る 環境を可能に し

た とい える 。 また 、 文字 媒体通信 と して の 電子 メ
ー

ル に代表 され る よ うに 、

音声通信 に 限定 され ない コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の 様式が 、 ポ ケ ッ トベ ル とい う

過渡的な形態 を経 て 携帯電話へ と統合 され、 文字の 修飾 や画像媒体 の 高 品位

化 とあ い ま っ て 、 多様 で か つ 新 しい コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の あ り方 を人 間 関係

に持 ち込 む可 能性 をは らん で い る とい え る 。

　 しか しなが ら 、 正 高信 男 （2003）が指摘す る よ うに、 国内 に お ける携 帯電

話利用 者の 利用形態に 目 を向け る な らば 、 そ の 現実的 な利用 の 様式は、 非常

に特殊化 された コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 関係の 維持 に限 定 され 、 その 機能 を十全

に生 か した展 開を見せ てい る とは い い が たい 。

　本来 、 人 間関 係の 新 た なあ り方や 、 従来 か らの 人間関係 をよ り円滑 に展 開

させ 発展的 な 関係 を築 くこ とへ の 可 能性 を秘 め た メ デ ィ ア が 、 現実に は 特定

の 人 間関係 の 維持 の み に利用 され 、場 合 に よ っ て は他 の 生 活活動 へ の 阻害要
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因に もな る ほ どに 、 その利 用 へ の 依存 を示す場合 も少なか らずある こ とが 指

摘 され る よ うに な っ て い る 。

　竹内伸宜 （2004）は 、 社会的ス キ ル とい う、 社会性 を維持するス キル の 低さ

が 、 携帯 電話利 用 へ の 依存 と もい える 状態 を招来するの で は ない か い う考え

に つ い て 確認する た め 、 利 用頻度 と杜 会的ス キ ル との 関連 に つ い ての 調査 を

行 っ た 。 そ れ に よ れ ば 、 社会的ス キ ル の 高低 が 、 その ま ま携 帯利用頻 度の 高

低 に つ なが る わ けで は な く、 社会 的ス キル が高い 群 に おい て も、 低い 群 に 比

較 して 相 対 的 に携 帯 メ ー ル 利 用 を積極 的 に評価 す る傾向が ある こ とが 示 され

て い る。

　今 回の 研 究で は 、 メ ー
ル や web で 利用 され る文字や 画像の よ うに 、 音声通

信 に比 較 して 格段 に利 用頻度 の 高 くな っ た視覚的 な通 信媒体 の 領域 に 限定 す

る と と もに 、 携帯電話を人 間関係維持の た め の 媒体 と して 有 意義 な もの と評

価 しなが らも 、 そ の よ うな限定 され た モ ダ リテ ィ
ー

の 通信媒体 に 「の め り込

む」 こ とに よ っ て 他 の 活動 が 阻害 され 、 結果 的に依存傾 向に 陥 る過程 が社会

的ス キ ル の どの よ うな側面 と関連 して い る の か につ い て 、 調査 す る こ とを 目

的 と した 。

　そ の た め 、 社 会 的 ス キ ル と具 体的な 送信 頻 度 と をつ な ぐ媒介 項 と して 、

「人 間関係維持 とい う観点か らの 有意義感」 お よび 「携帯 メ ー ル 利用 に よ っ

て本 人 の 他 の 活動が 阻害 され て い る とい う感 覚」 とい う携帯メ
ー

ル 利用 をめ

ぐる 評価意識を と りあげ 、 それ らの 変数間の 関連 を探る なか で 、 携帯 「依存

感」 との つ なが りを探 る こ と に した 。

　なお 、 社会的ス キル に つ い て は 、 前 回 （竹内 ，
2004 ）考察 しなか っ た 下 位

カ テ ゴ リ
ー

（「初歩 的 なス キル 」「高度 なス キル 」「感情処理 の ス キル 」 「攻撃

処 理 の ス キ ル 」 「ス トレス 処理 ス キ ル 」「計画 の ス キ ル 」） を独 立 変数 と して

処理 し 、
ス キル の 諸側面が どの よ うに メ デ ィ ア利用 に 反映 し て い る の か に つ

い て 明 らか にす る こ とに した 。
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　また 、 上 述の よ うに 文字 に よる双方向の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 媒体 で あ る携

帯メ ール と、 文字お よび画像に よる
一
方的な受容行為で あるweb 閲覧 とい う、

と もに視覚的媒体 とい う領域 に限定 され なが らも 、 対 人 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

の 双方 向性の 有無 とい う点 で 異 な る通信媒体利用 の 様式へ の 評価意識の 違 い

を比較する こ とで （竹内，
1999）、 携帯メ ー ル とい う通信媒体 を利用 した活動

の 特殊性を明 らか にす る こ とに した 。

　さ らに 、上 記の 目的に供す る た め 、 メ ール や web 利用 に 関す る評価意識 を

媒介諸項 目と して 設定 し、 以 下の よ うな 因果 モ デ ル を想定 して 、 変数相互 の

関連 に つ い て 分析 をすすめる こ と に した 。 社会 的ス キ ル は メ
ー ル 送信 （あ る

い は web 閲覧） とい う行為の 意義 の 確認 を介 して 利 用 へ とつ なが り、 そ の 行

為 の なか で 、 他の 活動 をも阻害 す る よ うに な っ た ときに 、 自ら依存して い る

とい う感覚が もた ら され る と い う流れ か ら、 因果モ デ ル は以 下 の よ うな変数

間の 関係 と して設 定 されて い る 。

図 1　社 会的 ス キ ル とメ ール 送信ない し web 閲覧 の 量

　 　 お よ びそれ に関わ る評価意識の 因果モ デ ル

方法

調査対象 ：文学部で 心理学関連 の 講義 を受講す る学生 （2 ・3年次の 女性）80名

　　　　　調査 は集団で 実施 した 。

質問紙 ：

　 a ．メ ー ル ・web 閲覧にかかわ る項 目

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 ll1 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kobe 　Kalsel 　College

　携帯 電話 （PHS を含む）で の メ
ー

ル 利用 に 関 して は 、

一
日平均の メ ー ル 送

信回数を 回答 させ 、 「携帯 メ ー ル 送信 に よ っ て他の や るべ き活動 に支障が 生

じて い る と思 う程度」、 「携帯 メ ー ル 送信が 『他 者 との 関係維持』な ど 自分 の

生活に とっ て有意義 な こ とで ある と思 う程度」、 「自分が 『携帯メ ー ル 依存者』

で ある と思 う程度」に つ い て 「か な りそ う思 う」 か ら 「ま っ た くそ う思 わ な

い 」 まで の 5段階評定 を行 っ た 。

　
一
方 、 イ ン タ

ー ネ ッ ト （携帯電話 な どの 端末で の利 用 も含 む ）で の web 利

用 （ホ
ー ム ペ ー ジ閲覧）の 実態 に つ い て は 、

一
日平均の web （ホ

ーム ペ ー ジ）

閲覧時間 を回答 させ る と と もに 、 「web 閲覧 に時間 を費や す こ とで 他の や るべ

き活動 に 支障 が生 じて い る と思 う程 度」、 「web 閲覧 に時間 を費や す こ とが

『情 報 の 獲 得 』 な ど 自分 の 生 活 に と っ て 有 意 義 な こ とで あ る と思 う程 度 」、

「自分 が 『ネ ッ ト閲覧依存者』で あ る と思 う程 度」 につ い て 同様に5段階評 定

を行 っ た 。

　b，社 会的ス キル にか か わ る 項 目

　菊池章夫 （1988）に よ る社会的ス キ ル 尺度 （K 【SS −18）に つ い て 5段 階評定

にて 調査 した 。

結果 と考察

　図 1に 示 され た 因果モ デ ル に 、 社会 的ス キ ル の 下位項 目を組み 込む ため に 、

先ず メ ー
ル 送信 に 関 して 、 「メ ー ル 送信 回数」 や 「メ ー ル は 関 係維持 に有意

義」、 「メ ー
ル が 他 の 活動 に支 障」 の 各変数 を従属変数 と し、社会的ス キ ル の

各下 位項 目を独立 変数 と して 重 回 帰分析 を行 っ た と こ ろ 、 「非難 に対 す る 対

処」や 「矛盾 した話 に 対する処 理」、 「人 と違 っ た 考え を もちな が ら うま く

や っ て ゆ く」 とい う 「ス トレ ス 処 理」 に 関わ る ス キ ル にお い て 関連が 有意で

ある と認 め ら れ 、 「他 人 と話 して い て あ ま り会話 が 途切 れ ない 」 や 「知 らな

い 人 で もす ぐ会話が始 め られ る」、 「初対面の 人 に 自己紹 介が上手 にで きる」
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な どの 「初歩的」ス キ ル に つ い て は傾向が認め られた （p＜．10）の で （表1参

照）、 それ らを因果モ デ ル に加えてパ ス 解析 を行うこ とに した 。

　一
方、 web 閲覧につ い て も、 「web 閲覧時 間」や 「web 閲覧は情報獲得に有

意義」、 「web 閲覧が他の 活動に 支障」を各々 従属変数 、 社会的ス キル の 各階

項 目を独立変数 と して 重 回帰分析 を行 っ た と こ ろ 、 仕事上 で 「何 をど うや っ

た らよ い か 決 め る 」、 「ど こ に 問題 が あ る か す ぐに 見つ け る こ とが で きる 」、

「目標 を立 て る の に あ ま り困難 を感 じな い 」 な どの 「計画性」 に 関 わ るス キ

ル が有意 な関連 を示 したの で （表2参照）、 それ らを因果モ デ ル に加えて パ ス

解析 を行 っ た 。

表1　 「メ
ー

ル 送信が他 の 活動 に支障をきた して い る」評価意識を従属変数とする重 回帰分析結 果

標準偏 回帰係数 （β） 相 関 係 数 （r ）

初　歩　的　な　ス 　キ　ル 292 ．194

高　 度　 な　 ス 　 キ　 ル 一．070 一
．044

感 惰 処 理 の ス キ ル
一．080 一，046

攻 撃 に 代 わ る ス キ ル 」 96 ，128

ス トレス を処 理 す るス キ ル
一．371 ＊ 一．225

計　 画　 の 　 ス 　 キ　 ル ．119 』 85

重 相　関　係　数　（ R ＞ ．306

＊ p＜ ．05　　 ＊ ＊ pく ，01

表2　 「web 閲覧時間」を従属変数とする重回帰分析結果

標 準 偏 回帰 係 数 （β） 相 関 係 数 （r ）

初 　歩　的　な　ス 　キ　ル

高　 度　 な　 ス 　 キ　 ル

感 情 処 理 の ス キ ル

攻 撃 に 代 わ る ス キ ル

ス トレス を処 理 す る ス キ ル

計　 画　 の 　 ス 　 キ　 ル

　 ．046

　．042

一 〇13

− ．074

　 ．207

− ．365 ＊

　 ．030

　 ．028

− ．007

− ．049

　 。127

− ，261

重 相　関 係　数　（ R ） ．294

＊ pく ．05　　　＊＊ p＜ ．Ol
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パ ス 解析の 結果 に つ い て は
、

メ ール 送信 にか か わ るパ ス ・ダイヤグラ ム を

図2に 、 web 閲覧に か か わ るパ ス ・ダ イヤ グ ラム を図3に示 した 。 参考の た め （ ）

内に 重相 関係数 、 また 内生変数 に 向けられ た矢印に て外乱 を示 して ある 。 二

図の 比較の た め 、
パ ス 係数は絶対値が低 い もの もその ま ま残 して 表記 した。

＊　pく．05　　＊ ＊　pく ．OI

．281 ＊

（R＝．286） （R ＝ ．43．　9＊ ＊
）

図 2　社会的 ス キ ル （初歩的お よ び ス トレ ス 処理）と メール 送信数

　　 お よ び それ に関わ る評価意識の パ ス ・ダイ ヤ グ ラ ム

＊ P＜ 。05　　＊ ＊　P＜．Ol

．073

　 　 　 　 ．188

　　　　〆　　　　　　　　 Web 閲覧が一一一一 一一 一一一
＋
　 活動に支障

948

ノ

社会的 ス キ ル

得点 （計画）

ダ
（R ＝ ．245）

船
（R ＝．735 ＊ ＊

）

図 3　社会 的 ス キ ル （計画） とweb 閲覧時間お よび

　　 それ に関 わ る評価意識 の パ ス ・ダイヤグ ラ ム
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　先ず 、 メ ー ル 送信 に 関 して は 、 「初歩 的」な社会的ス キ ル が 「メ ー ル が他

の 活動に支障」に有意な直接的効果を示 して い る点を指摘す る こ とがで きる 。

また 、 傾 向 と して で は あるが （pぐ 10）、 「ス トレス 処理」の 社 会的ス キ ル に

つ い て も 、 「メ
ー

ル が 活動に支障」 に直接 的効 果 を負の 方 向に お い て 示 して

い る 。

　また 、 「初 歩的」 な社会 的ス キ ル は 「メ ー ル 送信回数」 に 直接 的効 果 を ほ

とん ど及 ぼ して い な い
一

方で 、 「ス トレス 処理」 の 社会的 ス キ ル は傾向 と し

て で はある が （p ＜．10）一
定の 直接 的効果 を正 の 方 向に お い て 示 して い る 。

　こ の よ うに社会 的ス キ ル は 、 「初 歩的」 な社会的ス キル が 「他の 活動 に支

障 を及 ぼ して い る」 とい うメ
ー ル 送信活動に 関す る評価意識 に 正 の 直接的効

果 を及 ぼ す一 方 で 、 「ス トレ ス 処 理 」の 社 会 的ス キ ル は 逆 に負の 直接的効果

を及 ぼ しなが ら、 実質的 な 「メ ー ル 送信 回数」 に 正 の 直接的効果 を及 ぼす と

い うよ うに 、 そ の ス キ ル の 下位領域 に よ っ て 効果 の 主 要 に及 ぶ 先 と方向が異

な る こ とが わ か る 。

　 と こ ろ で 「メ ー ル 送信回数」の 「メ
ー

ル が他 の 活動 に支障」、 に たい す る

直接的効果 は ほ とん ど示 され て い な い
。 また 、 「メ ー ル 依存感」 に た い して

は 「メ ー ル 送信 回数」で は な く、 「メ ー ル は 関係 維持に 有意 義」が 有意 な直

接 的効果 を示 して い る 。 「メ
ー

ル が他の 活動 に支障」 を与 えて い る とい う評

価意識 は 、 「メ ー ル 送信 回数」 とい う物理 的時間 を占有 す る 度合 い の 要 因 よ

りも 、 「関係 維持 に有意義で あ る か」 とい う評価意識 に よ っ て 規定 され る こ

とが こ れ よ りわ か る 。 同時 に こ の 「支障感」は 、 メ ー ル 送信 とい う行為 につ

い て 、 「初歩的」 なス キ ル に よ っ て 対人 関係 に 入 る こ とが可 能 なゆ え に感 じ

られ る 「支障感」や 、 対人関係調整 ス キ ル と して の 「ス トレ ス 処理 」ス キ ル

が可能な ゆ えに 回避 で きる 「支 障感」 と して 、質的に異 なる ス キ ル の 直接 的

効果 に よ っ て 生 み 出 され て い る可 能性が 考え られ る 。

　 以 上 の こ と は 「メ ー ル 依存感 」 に つ い て も考察可 能で あ る 。 す な わ ち
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「メ
ー ル 送信回数」 とい う物理 的 な頻度で は な く 「関係維持に 有意義で ある」

とい う感覚 と強 く関連 して い る こ とか ら 、 有 意義 で あ る とい う評価意識が 、

そ の 行為に 「の め り込 み 」 「依存 す る 」 とい う結果 を導 く要 因 とな っ て い る

と して 、 同様に 解釈で きる 。 なお 、 こ の 「関係維持に有意義」 とい う感覚は 、

社会 的ス キ ル の 2つ の 下 位項 目の い ずれ の外 生 変数 と も有 意 な正 の 直接 的効

果が示 されて い ない こ とか らもそ れ は示唆 され る もの で あ る 。

　web 閲覧の 場合 におい て 見 られ る結果につ い て は 、 メ
ー

ル 送信の 場合 と比

較す る た め に 、 「web 閲覧時 間」が 、 社会的ス キ ル お よ び 「ネ ッ ト （web ）へ

の 依存感」 と どの よ うに関連 して い る か に つ い て 検討 した 。

　メ ー ル の 場合 と比 較 して 、 web 閲覧の 場 合 、 「ネ ッ ト （web ）へ の 依存感」

は メ
ー

ル の 場合の よ うな 「web は 情報獲得 に有意義」 とい う変数の み な らず、

「web 閲覧時間」お よ び 「web 閲覧が 活動に 支障」 とい う変数 と も有意な直接

的効果 の 関係を もっ て い る こ とが わ か る 。 また 、 「web 閲覧 時間」は 「web 閲

覧が他の 活動 に 支障」 を及 ぼす とい う評価意識 と も有意 な直接 的効果の 関係

を示 して お り、 web 閲覧 とい う行為 に お い て は 、 メ ー ル 送信 とい う対 人関係

へ の 配慮 が 必要 な コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の 場 合 とは異 な り、 よ り物理 的 な時 間

の 占有 に近 い 次元で 評価意識が 生 み 出 され て い る こ とが示唆 され てい る 。

　社 会的ス キル に つ い て も 「計画」的な次元 で の 社会的ス キ ル が 、 「web 閲覧

時間」 に対 して 負の 直接的効果 を示 して お り、
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 関係 維持

の 技 能 とい うよ りは
、

よ り時間管理 的 な側面 で の ス キル が関係 して い る こ と

が示唆 され る 。

　メ ー
ル 送信 とい う行為は 、 携帯 情報端末 と向か い 合 うとい う点で 、 web 検

索や携帯 ビデ オ ゲ ー ム 機 器の 操作 と同様の 機器操作的な作業 に よ っ て 時間 を

占有 す る こ と に な る 。 しか しなが ら、そ こ で 行わ れ て い る活動 は 、 機器 に媒

介 された コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン で ある 。 そ の 円滑 な運用 に は 、 機器操作の 巧み

さで は な く、人 間関係維持 に か か わ る ス キ ル が要求 され る こ とに な る 。 メ ー
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ル の 送 受信に の め り込 む とい う感覚が 、 単なる 機器操作 に よ る画面展開の 変

化を楽 しむこ とへ の 没入行為で は な く、 メ
ー

ル の や りと りとい う特別な人間

関係 を維持す る行 為 で あ り、 そ れ に意義を見つ け る こ とで 、 メ ー ル 送信 回数

の 増加 へ とつ なが っ た として も、 そ れ を もっ て 即 ちメ ール 依存感や メ ー ル が

他の 活動 に支障を きた して い る と は感 じられ ない 行為 と して 、 意識 され評価

され て い る可能性が今回の 調査 に よ っ て 示唆 され た 。

　従 来 、 電子 メ ー ル とweb 閲覧 とい うか た ちで 区別 され て きた イ ン タ ー ネ ッ

ト利用 に お け る二 つ の 異 な る情 報活用 の 形 態 は 、 blogや SNS とい う新 たな

サ
ー ビス の 登場 に よ っ て 、 両 者 の 垣根 を越 えた新 しい コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン の

形 を 日常化 しつ つ あ る 。 そ こ で 展 開 され る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 機能 とそ こ

に成立 す る人 間関係の 構造 に つ い て 、 その 媒体 の 特質に さ らに着目した分析

が必 要 とな る こ とが考 え られ る 。 しか しなが ら、 あ くまで もそ こ で 成立 す る

関係 は コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン主 体 とそ の 媒体 との 関係で は な く 、

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン主体間の 関係 、 すなわ ち、 社会的ス キル の ある側面 が円滑 に機能すれ

ばす るほ どそ の 世界 にの め り込 ん で しま う、 人 と人 との 関係の 問題 で あ る と

い う点 に着 目 して 分析 を進 め る こ とが必 要で あろ う。
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